
OHS-334-C(1018)

カスタマーコールセンター

0570-011-321
8:45～17:15 ／月～金（土日祝年末年始は除く）
全国どこからでも市内料金でご利用いただけますPlease Recycle. Printed in Japan. © 3M 2018. All Rights Reserved. 

安全衛生製品事業部
http://go.3M.com/psd

３Ｍは、３Ｍ社の商標です。

３Ｍ™ 吸収缶を取り付けます。吸収缶の３つのミゾを面体
の３つのツメに合わせ、軽く押さえつけるようにしながら、
時計方向に1/4ほど回転させます。３つのミゾ、ツメが合致
する箇所は、1 箇所だけです。

指でタブを引き上げるようにしながら、しめひもを緩めます。
次にハーネスが後頭部にくるようにしめひもを頭からかぶり
ます。

アゴがマスクに乗るようにマスクの位置を調整してください。
また、面体に髪の毛などが挟まらないように
注意してください。

吸収缶を付ける ハーネスをゆるめる アゴの位置を確認 ４カ所で調整

片手で面体を抑えたまま、下のしめひもを後ろに引くよう
にして、調整します。
次に上のしめひもを調整します。面体がつぶれるなどの変
形を起こすほど強くしめ過ぎないように注意してください。

タブは面体に４箇所ついています。
全てを緩めてから、かぶるように装着します。

Point 2 ４箇所のタブをゆるめる
３Ｍ™ 吸収缶の取り付けは、左右ともに時計方向です。 正面から見て右側の吸収缶
は、上から下に回すように、左側の吸収缶は下から上に向かってまわしてください。

Point 1 両方とも時計方向 Point 3 密着性の検査
フィットチェックツールの先端を指でつまみ息を軽く吐き
出します。面体が少し膨らみ、顔との間から漏れがなけれ
ばよいフィットが得られています。顔と面体の間、特に額
やアゴから空気が漏れるようであれば、マスクの位置やし
めひもの強さを調整しなおしてください。
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３ＭTM 防毒マスク 面体 6000Fシリーズ（全面 形面体）装着方法 

フィットチェック・ツールが
ない場合は、片手で排気弁
の前を塞ぐことで、密着性
の検査が行えます。

ゴム製のフィットチェック
ツール（別提供）をツール
の溝と排気弁カバーの排
気口のリブに合わせて差
し込みます。
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